
（続 く） 

要 旨 

 インボイス制度の導入は、全国や現地で活躍するクリエイター、個人

事業主、フリーランスの個人情報漏えいや活動を阻害する。特にクリエ

イターの大半はフリーランスであり、前々年度の課税売上高が 1,000 万

円以下のいわゆる免税事業者に該当する人間の多くが存在するため、課

税事業者への変更を余儀なくされる。１か月分の生活費を失う大増税や

新型コロナウイルスの影響で時短が推奨されている中小企業に対して、

さらに追い打ちをかける事態に発展する。インボイス制度の導入を遠因

として、将来的に美術館、映画館、劇場、公園等の公共、娯楽施設がな

くなり、これらの文化の衰退は避けられなくなる。 

 インボイス制度の対象となった分野で活躍されている方が、生活に不

安を感じている意見を多く聞いている。メディアにも全く報じられずに

このまま進んでいくのは、疑問と憤りしか感じない。 

 これから新しく活躍される方、現状で活躍されている方が安心して生

活を送れるように、未来を潰されないようにする意味も込めて、2023 年

10 月に始まるインボイス制度中止について国に求めていただきたい。 
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